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2021年　たびせん・つなぐオンライン企画　予約票

第4回（2/27）  同②　「私が歴史の証人②̶強制動員被害者遺族の証言
  李熙子（イ・ヒジャ）太平洋戦争被害者補償推進協議会代表

　私は、日本が引き起こした戦争によって父を奪われた韓国人強制動員被害者遺
族です。父の記録を探しながら、30年以上にわたって、日本政府と靖国神社を相手
に闘ってきました。被害者・遺族の人生、痛み、悲しみ、韓日市民が共にしてきた活
動の痕跡を共有し、新しい出会い、平和な未来につなげたいと思っています。

第5回（3/6）  安斎先生による「福島のいま・むかし」①
第6回（3/13）  安斎先生による「福島のいま・むかし」②

　原発の安全性への危惧を指摘し、事故後は福島に通い住民の生活の安全のため
に尽力してきた安斎育郎先生が、1953年のアイゼンハワー米大統領による「平和の
ための原子力」提唱以来の安全性を無視した原発政策の推進や、広島型原発3万２
千発に相当するマグニチュード9・０の東日本大震災など、福島、原発の歴史をひも
解きます。

第7回（3/20）  植民地歴史博物館③　「特別対談̶日韓平和博物館の役割」
  （安斎先生、金英丸さん）

　日本の立命館大学国際平和ミュージアムと韓国の植民地歴史博物館をはじめ、日
韓それぞれの平和博物館の役割について、安斎先生と金英丸さんが語り合います。

第8回（3/27）  同④　「植民地歴史博物館と南山フィールドワーク」
  （野木香里・植民地歴史博物館学芸室専任研究員）

　日韓市民の共同で設立され植民地時代の実際の資料を多数展示する植民地歴
史博物館、そして日本陸軍の基地と朝鮮神宮などが置かれた南山のフィールドワー
クを、日本人女性で同博物館学芸室専任研究員の野木香里さんが案内します。

第9回（4/3） 立命館大学国際平和ミュージアム見学と安斎先生によるまとめ

　過去の歴史に学び、未来の平和を願って開設された立命館大学国際平和ミュージ
アムをオンラインで見学し、安斎先生が旅のまとめをおこないます。




